
 

 

（様式６） 

質問票に対する回答 

 

事 業 名 四街道市財務会計システム構築に係る公募型プロポーザル 

事 務 局 四街道市経営企画部財政課 

質 問 事 項 

１ 

第２次審査でプレゼンテーション及びデモンストレーションを実施することに

なりましたが、参加人数は５人以内という認識で宜しいでしょうか。 

 

回答１ 参加人数は５人以内でお願いします。 

２ 

公会計日々仕訳の本格運用開始時期については、令和５年４月を想定されている

でしょうか。令和５年４月からは試験的に仕訳を行い、その後の本格運用というこ

とも想定されているでしょうか。 

 

回答２ （様式８）システム機能確認書（特記事項）30 に記載のとおり、令和５

年度当初予算編成時からの実稼動を予定しているため、令和４年度当初予算をベー

スに、予算科目と勘定科目の紐付け作業を行い、新システムへ反映させてください。 

３ 

データ移行について、公有財産データと固定資産台帳データは別途 CSV で提供予

定とのことですが、こちらはそれぞれ別に移行して管理することを想定しているで

しょうか。それとも結合作業を行い、一つのデータとして管理を想定しているでし

ょうか。 

 

回答３ （様式８）システム機能確認書（財務会計・公会計）342 に記載のとおり、

固定資産台帳システム内に公有財産台帳システムが内包され、連動していることを

要件としており、それぞれのデータを別管理する予定です。 

また、公有財産データと固定資産台帳データは、それぞれのデータを別に移行す

る予定です。 

４ 

公有財産と固定資産台帳を仮に結合する場合、結合するための番号はどちらかに

存在するでしょうか。それとも住所等を参考に四街道市様で結合する想定でしょう

か。 

 

回答４ 公有財産と固定資産台帳に結合するための共通番号は付番されていませ

ん。なお、当市において結合する予定はありません。 



 

 

５ 

様式８システム機能確認書（特記事項）項目１４「行政評価システムの追加が可

能なこと。」の追加が可能「◎」である場合、システム構築費に含む形とする想定

でしょうか。 

 

回答５ 行政評価、電子決裁等の追加導入の可否については、導入後のシステムの

拡張性を評価するために設けた項目です。今回の構築対象業務としていませんの

で、価格評価に利用する見積書に金額を計上する必要はありません。 

ただし、今回の構築対象業務と一体的に使用し、他社システムとの差別化を図り、

付加価値を生み出すことを目的とし、仕様書にない提案をすることで発生する新た

な費用については見積りに含めてください。 

６ 

様式１０評価基準書（１０－２）の保守体制・システムダウン時や障害時の対応

で、審査内容が「開発についての具体的手法、作業手順、進捗管理等が明確になっ

ているか。」評価のポイントが「プロジェクトの管理手法・・」とありますが、障

害時の作業手順、管理体制等を指しているとの認識で宜しいでしょうか。 

 

回答６ お見込みのとおりです。 

７ 

データ提供範囲に公会計の仕訳データは含まれていませんが、効率的な日々仕訳

を行うため過去の仕訳結果等を提供いただくことは可能でしょうか。 

 

回答７ 日々仕訳導入に当たり既存の仕訳を見直すため、（様式８）システム機能

確認書（特記事項）30～34 に記載のとおり、本業務は仕訳の提案及び、提案に基

づく仕訳の付設を委託するものです。 

予算科目と勘定科目の紐付け作業を提案し、予算科目から勘定科目を特定できな

い場合の勘定科目の設定及び、設定に伴う予算の細分化等についても提案の上、仕

訳付設を行うことを業務内容としていますので、過去の仕訳結果の提供は予定して

おりません。 

また、システム導入後に仕訳の変更や疑義が生じた場合の継続的な支援体制があ

ることや、毎年度当初予算策定時に導入時と同様の設定ができることを業務支援の

要件としています。 

※質問事項は、具体的かつ簡潔に記載する。 

 

 

 

 

 


